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７月に入って事故報告が２件ありました。本連盟では毎年「つま恋カップ」初日を安全の日、

11月を「安全月間」とする採択をいただきまして、4年が経過しました。しかしながら、高校

の部活中の事故や練習中の暴発により矢が場外に飛び出し民家当たった事故が発生しています。

幸い大事に至ってはいませんが、部活中・競技会中の事故は常に危険を孕んでいるという証で

す。 

本連盟は、当該県に対して、緊急に対策を講じるよう命じました。 

日頃の練習時の事故であり、「ついうっかり」「まあいいだろう」「無関心」が事故に共通した問

題と言えます。日頃から充分な注意と配慮、そして問題意識を持つことが事故防止につながり

ます。 

事故等の概略を開示いたしますので関係者全員が、自分のこととしてご理解いただき、事故

の根絶に向けて安全のための指導・管理に生かして下さるようお願いします。 

 

記 

射場の保安整備 

・活動前の安全確認の点検(点検場所・点検項日) を明確化し、不良個所の発見時 ・確認時の

対応を、 部員全員が確認しておく。 

弓具の安全点検 

・使用前の点検を日課とし、些細な不良箇所も見逃さないで、弓具は常に安全に使えるよう、

自己の責任で手入れをする。 

以上 

 

 

事例１ 

発生日 平成 2325年 7月 10日 

部活動練習中に、矢がアーチェリー場より飛び出して隣家の外壁エアコンダクト管に刺

さりました。的面防矢壁（高さ 3.6ｍ）より後方 30ｍ・横 9ｍの位置にある民家で、手首

に力が入り上に暴発したための事故と思われます。 

 

 

事例 2 

発生日 平成 2325年 7月 13日 

 某弓道場内にあるアーチェリー練習場で的までの距離は 50ｍあり矢は、高さ 7.36ｍのフェン

スを飛び越えて道路を挟んだ民家の網戸に突き刺さりました。 

コンパウンドのＤループ切れによる事故と思われます。 
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